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6年生にとっては、いよいよ残りわずかとなった小学校生活。残された時間を大切に！一つ一

つの思い出を作ることに全力投球をしています。 

そんな6年生が、少しでも思い返すことができるように…、と企画したのが今回のデジタル思

い出づくりです。タブレットを使って、思い出アルバムづくりに挑戦しました。 

～ファイト黒崎で 

絆を深めよう～ 

円グラフのつくり方は、5年生の時に学んでいる子ども達。今回は、小学校時代の思い出の

一環として企画しました。アンケート項目は、子ども達から募集。項目を考えて、実際にアン

ケートをして結果を分析しました。 

今回のアンケートは、好きな教科、給食と、残しておきたい言葉です。さすが6年生、分析

の仕方もとてもユニークです。客観視しながら、小学校時代の思い出を形に表しています。 

給食のアンケートでは、断トツカレーが一番人気！？とい思いきや、まんべんなく好みが分

かれています。今の給食は、とてもバラエティーに富んでいて、いつ食べてもとてもおいしい

です。あと3年間、子ども達は給食の恩恵を受けることになりますが、食べられなくなった時

に給食の有難さを実感することでしょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

今、この一瞬にありがとう！ 
連日、5年生は送る会の準備、そして6年生は卒業に向けての準備に大忙しです。 

明日は、いよいよ 6 年生を送る会。感染対策を十分に施しながら、6 年生の思い出に残るような

1日にしたいと思います。 

6 年生の思い出作りに励む 5 年生には感謝の気持ちでいっぱいです。次回は、5 年生の子ども

達が活躍する様子も、お伝えしていきます。 

 

こちらの分析は、「伝え残していき

たい言葉」です。何より感心したの

は、この項目を選び、分析した子ど

も。立派な6年生として、成長の証

を形に表している様子が分かります。 

さらに感心したのは、選んだ項目で

一番多いのが「感謝」の気持ち。何か

と便利な世の中になり、与えられるこ

とが「当たり前」となっていますが、

どのようなことにも「感謝」の気持ち

をもつことの大切さを伝えようとする

6年生の優しい心を垣間見ることがで

きます。 

また、「人に頼らず自分が創る」と

いう考えの子どもが多いことも嬉しい

ですね。 

卒業を控えた子ども達が、6年間で

得た、心の財産をたくさん在校生に残

し、巣立って行こうとする様子が分析

結果からもよく伝わってきます。そん

な子ども達が少しでも、思い出を増や

せるよう、残りの日々を大切にしてい

きたいと思います。 


